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「草魂碑」三基への思い
（公財）日本植物調節剤研究協会　
富山試験地

今井　秀昭

　多くの皆さんのお力添いを頂き，草を供養する草魂碑を三
基建立することが出来たので，草魂碑への思いを紹介する。
1. 草魂碑の建立
　草の魂を供養する石碑を献納しようと思い立ったのは，
2018 年の夏頃であったろうか。県内の牧場には畜魂碑，道
路の辻角に馬頭観音，農業研究所敷地に鼠塚，公園などに
筆塚や茶筅塚がある。県外では虫塚，包丁塚，草木供養塔，
庚申塔等の供養塔に出会ったこともある。なぜ草を供養す
る塚や塔が無いのかと疑問を抱いていた。
私たちは草を抜き取り，草を枯らし，作物生産に力を注ぎ，
豊かな稔りと美しい国土を築いてきた。この間に葬られた
草達はどんな思いであったろうか，もっと生きたい，花も
咲かせたい，実も付けたい，種も残し後世に繋げたいと願っ
ていたに違いない。そんな願いをものともせずに，人間の
思いだけで枯殺してきた。そんな罪深さに地球に共に生き
る一人の人間として心が痛んだ。
　大学で草農学を学び，農業試験場や植調協会で雑草防除
の試験研究に長く携わり，家では耕作に励み，人々に大変
お世話になって多くのご恩を受け，今日まで充実した人生
を送れている。そのご恩に報いるためにも，草魂碑を建設
したいと心に決め，一年余の歳月を経て 2019 年 11 月，植
調研究所（茨城県牛久市柏田町），富山県農業研究所（富山
市吉岡），植調協会富山試験地（砺波市宮村）の 3 か所に寄
贈し，年度末にはすべて完成することが出来た。
草魂碑の形状は○形，△形，□形の石碑を造り，石碑の上
部には「草魂」の書体，中央には現地検討会の成績評価と
して使っていた○△□を表示し，中央を○でくり貫き，見
通した先に試験田が見えるようにした。その下部には銅板
で碑文「人々は，太古から草を取り，豊かな稔りと，美し
い国土を築いて来た。この間に葬られた草達の思いを知る
すべもないが，雑草防除の試験研究に携わった者として心
が痛む。ここに草魂碑を奉加して，草達の御霊を鎮魂する
とともに，お世話になった人々へのご恩に報いたい」と刻み，
富山県農業研究所の石碑には，令和元年が農事試験場創立

130 年であることも記し，何時も薬害等で厳しい評価とな
ることや，雄大な立山連峰を望む場所であることから△形
の碑を設置することとした。○形は茨城県牛久市にある植
調研究所の敷地高台から圃場が一望でき，春には八重桜が
咲き誇る素晴らしい場所に設置した。□形は植調協会富山
試験地の圃場横に建立した（写真）。
　石碑の大きさは，何れも高さ，横幅ともに 1 ｍ余り，厚
さ 15㎝余りの御影石の形状に台座がある。御影石は，福島
県田村郡滝根町（田村市）産の石を使い，砺波市内の石材
店で成型加工したものを運搬して，それぞれに設置した。
2. 先人が残した草木塔
　山形県米沢市を中心とする置賜地方には，草木の慰霊・
供養する大きな草木塔が，古くからの道路の縁や休み場，
神社や寺の境内等の人目の付くところにあると聞く。現地
の友人は，道路の拡張などで木を伐採した時などや，自然
保護の観点から草木を愛しその恵みに感謝して地球を守ろ
うと，最近でも草木塔を建てていると話してくれた。資料
によると，1780 年に建てられた日本最古の草木塔が田沢地
区にあり，この地域には江戸から大正時代に建立された 58
基，昭和のものを加えると 74 基がある。東京，京都などに
も 10 数基ある。1994 年（平成 6 年）には，山形市に高さ
2.7 ｍの大きい草木塔が道の駅に建立され，このほかにも山
形県庁東公園や，漬物製造業を営む草木野菜塔，紅花染職
人の自宅，造園業等の生業ならではの草木への思いから草
木供養塔が建立されている。
　先人は，中国から伝わった涅槃経の教えに沿い，草木に
感謝する「山

やまかわそうもくしっかいじょうぶつ

川草木悉皆成仏」・「草
そうもくこくどしっかいじょうぶつ

木国土悉皆成仏」を具
現化したものとして草木の成仏と成長を願って草木塔を建
立したが，現在は自然保護，自然との共生の原点として脚
光を浴び，造園業や建設業を生業とする人たちや，自然保
護を信条とする人たちの建立が多いと聞く。
日本には，草や木に生きた神や仏を見る思想があり，自然
とともに生きる思想と文化が根付いている。哲学者の梅原
猛は，「今世界の人々はもう一度，人間の生命がいかに草木
の生命と繋がっているか，草木と繋がりなくして生命はあ
りえない」。と説かれている。
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2019 年度水稲作関係除草剤試験成績中央判定会議は，

2019 年 12 月 12 日に浅草ビューホテルにおいて，適 1 試験

成績検討会は，これに先立ち 2019 年 10 月 11 日に同浅草

ビューホテルにて開催された ｡ ここに，これら検討会にお

ける判定結果を報告する ｡

１）	 第一次適用性試験 (適 1) は，北海道地域 (植調北

海道研究センター )，東北地域 ( 植調古川研究センター )，

北陸地域(植調新潟試験地)，関東・東海地域(植調研究所)，

近畿・中国・四国地域 ( 植調岡山研究センター )，九州地

域 ( 植調福岡研究センター ) の全国 6 地域および砂壌土条

件(植調研究所千葉支所)において，29薬剤(総点数155点)

が試験実施された ｡その結果は，第 2表のとおりである ｡

２）	 第二次適用性試験 ( 適 2)	は，のべ	555 薬剤 ( 総

点数 1,576 点 ) であり，その内訳を第 1 表にまとめた ｡ こ

れら適 2の判定結果は第 3表のとおりである ｡

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

2019 年度水稲作関係除草剤試験判定結果の概要

2019 年度水稲作関係除草剤試験 判定
第 1表 2019 年度適２試験実施点数
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16　植調　Vol.54, No.2・3　(2020)

第2表　2019年度　水稲関係除草剤適1試験　成績結果のまとめ

※実施場所別評価については，「◎：実用性ありと判断できる，○：実用性ありと判断できるものの継続検討を要する，△：継続検討を要する」を表す。

対象草種＊は北海道ではミズアオイで実施。
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+0 1kg △ △ ○ ◎ △ ○ ○

〃 2kg（倍量）

+3 1kg ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

ノビエ3L 1kg ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

ノビエ3.5L 1kg ◎ ◎ △ ◎ ◎ ○ ◎

+5 1kg ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 2kg（倍量）

+7 1kg ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

ノビエ3.5L 1kg ◎ ◎ △ ◎ ◎ ○ ◎

ノビエ4L 1kg ○ ◎ △ ◎ ◎ ○ ◎

+0 500mL ○

〃 1000mL（倍量）

+3 500mL ○

ノビエ2L 500mL ○

ノビエ2.5L 500mL △

+0 25g×10個 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

〃 25g×20個（倍量）

+3 25g×10個 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ノビエ2L 25g×10個 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ノビエ2.5L 25g×10個 △ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎

+0 500mL ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

〃 1000mL（倍量）

+3 500mL ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

ノビエ2L 500mL ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ノビエ2.5L 500mL ○ ◎ ○ ◎ ○ △ ◎

+0 1kg ◎ △ ○ ◎ ○ ◎ ◎

〃 2kg（倍量）

+3 1kg ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

ノビエ2L 1kg ○ ◎ ○ ○ ○ △ ◎

ノビエ2.5L 1kg ○ ◎ ○ ○ △ △ ◎

+3 500mL ◎ ◎ ◎

〃 1000mL（倍量）

ノビエ3L 500mL ◎ ○ ◎

ノビエ3.5L 500mL ◎ ○ ◎

ノビエ4L 500mL ◎ ○ ◎

+0 500mL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

〃 1000mL（倍量）

+3 500mL ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ノビエ2L 500mL ○ ○ ○ ○ ○ △ ◎

ノビエ2.5L 500mL ○ ○ ○ ○ ○ △ ◎

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

A

一発処理

No.
薬剤名・剤型

［委託会社］

実施場所別評価※

薬量

<散布液量>

/10a

処理時期

実用性の評価

A：実用化の可能性あり

B：実用化には問題あり

1 BCH-192-1kg　粒

既知化合物D：0.5%

既知化合物E：2.0%

既知化合物F：1.0%

［バイエルクロップサイエンス］

○

○ ○

○ ○○ ○

2 BCH-191-1kg　粒

既知化合物A：0.5%

既知化合物B：3.0%

既知化合物C：0.45%

［バイエルクロップサイエンス］

○ ○ ○ ○○ ○
A

一発処理

3 HSW-1901　フロアブル

ジメタメトリン：1.2%

ピラクロニル：4.0%

ベンゾビシクロン：4.0%　（w/v）

［ホクサン］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

4 KUH-191　ジャンボ

フェンキノトリオン：10.0%

フェノキサスルホン：6.0%

ダイムロン：24.0%

ベンスルフロンメチル：3.0%

［クミアイ化学工業］

○
A

一発処理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
A

一発処理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

○ ○

7 KYH-1902　フロアブル

ピラクロニル：4.0%

プロピリスルフロン：1.8%

フェンキノトリオン：6.0%　（w/v）

［協友アグリ］

5 KUH-191　フロアブル

フェンキノトリオン：5.0%

フェノキサスルホン：3.0%

ダイムロン：12.0%

ベンスルフロンメチル：1.5%

　　　　　　　　　　　　（w/v）

［クミアイ化学工業］

○
A

一発処理

6 KUH-191-1kg　粒

フェンキノトリオン：2.5%

フェノキサスルホン：1.5%

ダイムロン：6.0%

ベンスルフロンメチル：0.75%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

8 MIH-191　フロアブル

シクロピリモレート：6.0%

ピラゾレート：18.0%

ピラクロニル：4.0%　　（w/v）

［三井化学アグロ］
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［クミアイ化学工業］

○
A

一発処理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
A

一発処理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

○ ○

7 KYH-1902　フロアブル

ピラクロニル：4.0%

プロピリスルフロン：1.8%

フェンキノトリオン：6.0%　（w/v）

［協友アグリ］

5 KUH-191　フロアブル

フェンキノトリオン：5.0%

フェノキサスルホン：3.0%

ダイムロン：12.0%

ベンスルフロンメチル：1.5%

　　　　　　　　　　　　（w/v）

［クミアイ化学工業］

○
A

一発処理

6 KUH-191-1kg　粒

フェンキノトリオン：2.5%

フェノキサスルホン：1.5%

ダイムロン：6.0%

ベンスルフロンメチル：0.75%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

8 MIH-191　フロアブル

シクロピリモレート：6.0%

ピラゾレート：18.0%

ピラクロニル：4.0%　　（w/v）

［三井化学アグロ］
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No.
薬剤名・剤型

［委託会社］

実施場所別評価※

薬量

<散布液量>

/10a

処理時期

実用性の評価

A：実用化の可能性あり

B：実用化には問題あり

+0 45g×10個 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

〃 45g×20個（倍量）

+3 45g×10個 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ノビエ2L 45g×10個 ◎ ○ ○ ○ ○ △ ◎

ノビエ2.5L 45g×10個 ◎ ○ ○ ○ ○ △ ◎

+0 80g<0.5L> ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

+3 80g<0.5L> ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

〃 160g<1L>（倍量）

ノビエ2.5L 80g<0.5L> ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

ノビエ3L 80g<0.5L> ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

+0 1kg △ ○ ○ ○ ○ ◎

〃 2kg（倍量）

ノビエ2L 1kg ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ノビエ2.5L 1kg ○ ○ ○ ○ △ ◎

ノビエ3L 1kg ○ ○ ○ △ △ ◎

+0 30g×10個 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

〃 30g×20個（倍量）

+3 30g×10個 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ノビエ2L 30g×10個 ◎ ○ ○ ○ ◎ △ ◎

ノビエ2.5L 30g×10個 ◎ ○ ○ △ △ △ ◎

+0 20g×10個 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

〃 20g×20個（倍量）

+3 20g×10個 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

ノビエ2L 20g×10個 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

ノビエ2.5L 20g×10個 ○ ◎ ○ ◎ △ △ ◎

+0 500mL ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

〃 1000mL（倍量）

+3 500mL ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

ノビエ2L 500mL ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

ノビエ2.5L 500mL ○ ◎ ○ ◎ △ ○ ◎

+0 1kg ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

〃 2kg（倍量）

+3 1kg ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

ノビエ2L 1kg ○ ◎ ◎ ○ ○ △ ◎

ノビエ2.5L 1kg ○ ◎ ◎ ○ △ △ ◎

+0 1kg ◎ △ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 2kg（倍量）

+3 1kg ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

ノビエ2.5L 1kg ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

ノビエ3L 1kg ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

+0→後処理 1kg→後処理 ◎ △ ○ ○ ○ △ △

〃 2kg（倍量）→後処理

+3→後処理 1kg→後処理 ○ △ ○ △ ○ △ △

ノビエ1.5L→後処理 1kg→後処理 ○ △ △ △ △ △ △

ノビエ2L→後処理 1kg→後処理 ○ △ △ △ △ △ △

9 MIH-192　ジャンボ

シクロピリモレート：6.6%

ピラゾレート：20.0%

ピラクロニル：4.4%

［三井化学アグロ］

○
A

一発処理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

11 NC-652-1kg　粒

テニルクロール：2.0%

ピラクロニル：2.0%

ベンゾビシクロン：3.0%

［日産化学］

○
A

一発処理

10 NC-651　顆粒水和

オキサジクロメホン：5.0%

テフリルトリオン：25.0%

メタゾスルフロン：12.5%

［日産化学］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

13 S-9721　ジャンボ

イプフェンカルバゾン：12.5%

イマゾスルフロン：4.5%

フェンキノトリオン：15.0%

［住友化学］

○
A

一発処理

12 NC-655　ジャンボ

オキサジクロメホン：1.3%

NC-653：5.0%

ピラクロニル：6.6%

［日産化学］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

15 S-9721-1kg　粒

イプフェンカルバゾン：2.5%

イマゾスルフロン：0.9%

フェンキノトリオン：3.0%

［住友化学］

○
A

一発処理

14 S-9721　フロアブル

イプフェンカルバゾン：5.0%

イマゾスルフロン：1.8%

フェンキノトリオン：6.0%　（w/v）

［住友化学］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

一発処理

17 FMH-1929L-1㎏　粒

FMH-1929（新規）：0.5%

［エフエムシー・ケミカルズ］

16 SB-615-1kg　粒

既知化合物A：2.1%

既知化合物B：0.9%

既知化合物C：2.0%

［エス・ディー・エス　バイオテッ

ク］

○ ○ ○ ○
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No.
薬剤名・剤型

［委託会社］

実施場所別評価※

薬量

<散布液量>

/10a

処理時期

実用性の評価

A：実用化の可能性あり

B：実用化には問題あり

-7→後処理 250g→後処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 500g（倍量）→後処理

+0→後処理 250g→後処理 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 500g（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 250g→後処理 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

-7→後処理 500mL→後処理 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

〃 1000mL（倍量）→後処理

+0→後処理 500mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 1000mL（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 500mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

-7→後処理 1kg→後処理 ◎ ○ △ ○ ○ ○

〃 2kg（倍量）→後処理

+0→後処理 1kg→後処理 ◎ △ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 2kg（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 1kg→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

-7→後処理 1kg→後処理 ◎ △ △ ○ ◎ ◎

+0→後処理 1kg→後処理 ○ ◎ △ △ ○ ◎ ◎

〃 2kg（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 1kg→後処理 ○ ○ △ △ △ ◎ ◎

ノビエ1.5L→後処理 1kg→後処理 ○ ○ △ △ △ ◎ ◎

+0→後処理 10mL<0.5L> △ △

ノビエ3L→後処理 10mL<0.5L> △ △

+0→後処理 100mL<0.5L> △ △

ホタルイ3L→後処理 100mL<0.5L> △ △

+0→後処理 100mL<0.5L> ○ ◎

ノビエ3L→後処理 100mL<0.5L> △ △

前処理→+7 前処理→1kg ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

〃 前処理→2kg

前処理→+30 前処理→1kg ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

ノビエ3.5L 1kg

ノビエ4L 1kg

初期剤→+10 初期剤→40g×20個 △ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

〃 40g×40個（倍量）

初期剤→+15 初期剤→40g×20個 ○

初期剤→+30 初期剤→40g×20個 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ノビエ3.5L 40g×20個

ノビエ4L 40g×20個

A

体系処理（中後期）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

体系処理（初期）

19 KUH-192　フロアブル

既知化合物A：1.5%

既知化合物B：3.0%　　（w/v）

［クミアイ化学工業］

○
A

体系処理（初期）

18 KUH-192-0.25kg　粒

既知化合物A：3.0%

既知化合物B：6.0%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

体系処理（初期）

21 KYH-1901-1kg　粒

KY-1211（新規）：0.5%

［協友アグリ］

20 KUH-192-1kg　粒

既知化合物A：0.75%

既知化合物B：1.5%

［クミアイ化学工業］

○
A

体系処理（初期）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 FMH-1929H-1kg　粒

FMH-1929（新規）：2.5%

［エフエムシー・ケミカルズ］ ○

○

A

体系処理（中後期）

22

23

24

BCH-195　SC

トリアファモン：50%　　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］

BCH-196　SC

テフリルトリオン：30%　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］

BCH-197　SC

フェントラザミド：30%　　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○○ ○○

26 KYH-1402　ジャンボ

（兼0.8kg粒）

モリネート：30%

ピラクロニル：2.5%

テフリルトリオン：3.75%

［協友アグリ］
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No.
薬剤名・剤型

［委託会社］

実施場所別評価※

薬量

<散布液量>

/10a

処理時期

実用性の評価

A：実用化の可能性あり

B：実用化には問題あり

-7→後処理 250g→後処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 500g（倍量）→後処理

+0→後処理 250g→後処理 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 500g（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 250g→後処理 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

-7→後処理 500mL→後処理 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

〃 1000mL（倍量）→後処理

+0→後処理 500mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 1000mL（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 500mL→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

-7→後処理 1kg→後処理 ◎ ○ △ ○ ○ ○

〃 2kg（倍量）→後処理

+0→後処理 1kg→後処理 ◎ △ ○ ◎ ○ ○ ◎

〃 2kg（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 1kg→後処理 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

-7→後処理 1kg→後処理 ◎ △ △ ○ ◎ ◎

+0→後処理 1kg→後処理 ○ ◎ △ △ ○ ◎ ◎

〃 2kg（倍量）→後処理

ノビエ1L→後処理 1kg→後処理 ○ ○ △ △ △ ◎ ◎

ノビエ1.5L→後処理 1kg→後処理 ○ ○ △ △ △ ◎ ◎

+0→後処理 10mL<0.5L> △ △

ノビエ3L→後処理 10mL<0.5L> △ △

+0→後処理 100mL<0.5L> △ △

ホタルイ3L→後処理 100mL<0.5L> △ △

+0→後処理 100mL<0.5L> ○ ◎

ノビエ3L→後処理 100mL<0.5L> △ △

前処理→+7 前処理→1kg ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

〃 前処理→2kg

前処理→+30 前処理→1kg ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

ノビエ3.5L 1kg

ノビエ4L 1kg

初期剤→+10 初期剤→40g×20個 △ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

〃 40g×40個（倍量）

初期剤→+15 初期剤→40g×20個 ○

初期剤→+30 初期剤→40g×20個 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ノビエ3.5L 40g×20個

ノビエ4L 40g×20個

A

体系処理（中後期）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

体系処理（初期）

19 KUH-192　フロアブル

既知化合物A：1.5%

既知化合物B：3.0%　　（w/v）

［クミアイ化学工業］

○
A

体系処理（初期）

18 KUH-192-0.25kg　粒

既知化合物A：3.0%

既知化合物B：6.0%

［クミアイ化学工業］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
A

体系処理（初期）

21 KYH-1901-1kg　粒

KY-1211（新規）：0.5%

［協友アグリ］

20 KUH-192-1kg　粒

既知化合物A：0.75%

既知化合物B：1.5%

［クミアイ化学工業］

○
A

体系処理（初期）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 FMH-1929H-1kg　粒

FMH-1929（新規）：2.5%

［エフエムシー・ケミカルズ］ ○

○

A

体系処理（中後期）

22

23

24

BCH-195　SC

トリアファモン：50%　　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］

BCH-196　SC

テフリルトリオン：30%　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］

BCH-197　SC

フェントラザミド：30%　　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○○ ○○

26 KYH-1402　ジャンボ

（兼0.8kg粒）

モリネート：30%

ピラクロニル：2.5%

テフリルトリオン：3.75%

［協友アグリ］
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No.
薬剤名・剤型

［委託会社］

実施場所別評価※

薬量

<散布液量>

/10a

処理時期

実用性の評価

A：実用化の可能性あり

B：実用化には問題あり

前処理→+15 前処理→10mL<0.5L> ◎ ○

前処理→+30 前処理→10mL<0.5L> ◎ ○

前処理→+15 前処理→100mL<0.5L> ○ ◎

前処理→+30 前処理→100mL<0.5L> ○ ◎

前処理→+15 前処理→100mL<0.5L> ○ ◎

前処理→+30 前処理→100mL<0.5L> ○ ◎

A

体系処理（中後期）

A

体系処理（中後期）

27 BCH-195　SC

トリアファモン：50%　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］ ○

A

体系処理（中後期）
○ ○

○ ○ ○

28 BCH-196　SC

テフリルトリオン：30%　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］ ○ ○

○

○

○ ○

29 BCH-197　SC

フェントラザミド：30%　（w/v）

［バイエルクロップサイエンス］ ○
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